
いわき市議会だより ■令和５年（2023年）11月10日　第203号

ほうれんそう／ほうこく・れんらく・そうだんの意味と、ほうれんそうから連想する「パワー」から活力ある議会活動をイメージしています。

Contents　－ 令和５年９月定例会 －
定例会の概要………２
補正予算……………３
委員会審査…………４

討論･賛否の状況
意見書･日程変更……5
台風第13号への対応�６

議会報告会…………8
おやこ議場見学会…9
お知らせ�…………10

会学見場議 会会学学見見場場議議
おやこ

４年ぶり開催!



定
例
会
の
概
要

委
員
会
審
査

討
論・賛
否
の
状
況・意
見
書・日
程
変
更

台
風
第
13
号
へ
の
対
応

議
会
報
告
会

お
や
こ
議
場
見
学
会

お
知
ら
せ

3 2

事
業

　
・ 

こ
れ
ら
の
事
業
の
施
行
の
た

め
も
し
く
は
そ
の
事
業
の
施

行
に
係
る
土
地
の
利
用
の
促

進
の
た
め
必
要
な
工
作
物
そ

の
他
の
物
件
の
設
置
、
管
理

及
び
処
分
に
関
す
る
事
業

３
　
事
務
所
の
所
在
地

　 

　
い
わ
き
市
平
字
梅
本
21
番
地

い
わ
き
市
役
所
内

【�
施
行
日
】
事
業
計
画
の
決
定
の

公
告
が
あ
っ
た
日

条

例

制

定

◆
い
わ
き
都
市
計
画
事
業
湯
本
駅

周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
規

程
の
制
定

　
市
が
施
行
す
る
い
わ
き
都
市
計

画
事
業
湯
本
駅
周
辺
土
地
区
画
整

理
事
業
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を

定
め
る
た
め
、
土
地
区
画
整
理
法

（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
53

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
本
規

程
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

【
主
な
制
定
内
容
】

１�

　
施
行
地
区
に
含
ま
れ
る
地
域

の
名
称

　 

　
い
わ
き
市
常
磐
湯
本
町
天
王

崎
の
一
部

２
　
事
業
の
範
囲

　
・ 

法
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ

て
行
わ
れ
る
土
地
の
区
画
形

質
の
変
更
及
び
公
共
施
設
の

新
設
ま
た
は
変
更
に
関
す
る

◆
高
規
格
救
急
自
動
車

　
救
急
需
要
に
的
確
に
対
応
す
る

た
め
、
老
朽
化
し
た
高
規
格
救
急

自
動
車
を
更
新
す
る
も
の
で
す
。

・
数
量
　
１
台

・
価
格
　
３
０
７
４
万
５
千
円

・
目
的
　
常
備
消
防
用

・
納
期
　
令
和
６
年
２
月
29
日

いわき都市計画事業湯本駅周辺土地区画整理いわき都市計画事業湯本駅周辺土地区画整理
事業施行規程事業施行規程のの制定制定などなど26議案26議案等を等を可決･同意可決･同意

令和５年９月定例会

　
令
和
５
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
７
日
か
ら
22
日
ま
で
の
16
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
議
初
日
に
、
市
長
か
ら
、
条
例
制
定
案
１
件
、
改
正
案
３
件
及
び
補
正
予
算
案
14
件
な
ど
、
計
42
件

の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
主
な
提
出
議
案
等
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
市
政
を
取
り
巻
く
諸
問

題
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
日
に
は
、
市
長
か
ら
人
事
案
３
件
、
諮
問
１
件
が
追
加
提

出
さ
れ
た
ほ
か
、
議
員
か
ら
意
見
書
案
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
議
案
等
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
決
算
の
認
定
に
関
す
る
議
案
21
件
を
除
き
、
原
案

の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
決
算
の
認
定
に
関
す
る
議
案
に
つ
い
て
は
、
９
月
19
日
に
２
つ
の
決
算
特
別
委
員
会（
※
）を
設
置

し
、
９
月
定
例
会
の
閉
会
後
に
審
査
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要

◆
い
わ
き
市
幼
稚
園
条
例
の
改
正

　
い
わ
き
市
立
宮
幼
稚
園
に
つ
い

て
、
園
児
数
の
減
少
に
伴
い
廃
止

し
条
例
か
ら
削
除
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

【
改
正
内
容
】

　
廃
止
す
る
幼
稚
園
の
削
除

・
名
称
　
い
わ
き
市
立
宮
幼
稚
園

・
位
置
　 

い
わ
き
市
内
郷
宮
町
滝

12
番
地
の
１

・
定
員
　
90
人

【
施
行
日
】
令
和
６
年
４
月
１
日

条

例

改

正

財

産

取

得

人
事
案
に
同
意

〇
監
査
委
員

　
　
大お

お

と

も友
　
康や

す

お夫
　
氏
　

〇
川
部
財
産
区
管
理
委
員

　
　
蛭ひ

る

た田
　
廣ひ
ろ
あ
き明

　
氏
　

〇
磐
崎
財
産
区
管
理
委
員

　
　
吉よ

し

だ田
　
保や

す

ま

さ匡
　
氏
　

　
　
鈴す

ず

き木
　
一か

ず

お雄
　
氏
　

　
　
西さ

い

ご

う郷
　
　
　
健

た
け
し

　
氏
　

〇
人
権
擁
護
委
員

　
　
下し

も

も

と本
　
榮え

い

こ子
　
氏
　

　
　
落お

ち

あ

い合
　
守も

り

よ代
　
氏
　

▲湯本駅周辺の現在の状況

▲高規格救急自動車

事�業�概�要

施�行�者 いわき市

施行期間 令和５年度
～令和12年度

施行面積 約1.4ha

総事業費 21億8,800万円

※　決算特別委員会委員の構成については、10ページを御覧ください。

－配備計画－
常�磐�消防署
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【補正額】　5,082万5,000円

　介護施設における防災・減災対策を推進し、利
用者の安全・安心の確保を図るため、非常用自家
発電設備の整備や施設の大規模
修繕に要する費用を補助する。

９月から開始する令和５年秋開始接種の
確実な接種に向け、ワクチン接種や接種
体制確保に要する経費を増額する。

補　正　予　算

〈〈令和５年度いわき市一般会計補正予算（第４号）〉令和５年度いわき市一般会計補正予算（第４号）〉

補正予算補正予算のの総額総額  122122億億3,5583,558万万9,0009,000円円

【補正額】４億5,895万9,000円
令和５年秋開始接種の概要

実施期間 令和５年９月20日～令和６年３月31日

対 象 者 初回接種（１・２回目）を終了した生後６か
月以上のすべての方（※）

ワクチン オミクロン株（XBB.1.5）１価ワクチン
※�６か月～４歳は、初回接種（１～３回目）終了

【補正額】　1億7,337万7,000円
支援事業の概要

支給対象者�
・�

世 帯 数

令和5年度住民税非課税世帯（世帯全員が非課税）のうち、
①�65歳以上の高齢者のみ世帯（約22,200世帯）�
②�障がい者世帯（約2,900世帯）
③�ひとり親世帯（約1,300世帯）
④�生活保護世帯〈①～③非該当〉（約600世帯）

給 付 額 一世帯あたり6,000円
支給開始時期 10月中旬（予定）

いわき市の魚
メヒカリ

vaccine

 原油価格や物価の高騰によ
る生活困窮世帯への影響を

緩和するため、県の補助事業を活用
し、電気やガス等の光熱費
等を助成する。

【補正額】　2,000万円

　「いわき常磐もの」のブランド力強化や認知度向
上を図るため、主力商圏である首都圏

において、飲食店を活用したプロ
モーション活動等を行う。

◆物価高騰対応生活困窮世帯
　緊急支援事業費

◆新型コロナウイルスワクチン接種対策等費

【補正額】　1,566万1,000円

　「地方公共団体情報システムの標準化に
関する法律」等に基づき、基幹系業務シス
テムの標準化・共通化を図るため、国が示
す標準化基準に適合したシステムへの移行
に要する経費を増額する。

◆みんなの市役所デジタル変革事業費

◆常磐ものブランド力強化発信事業費

－対象施設数－
４施設

県補助
（1/2）

市独自

◆防災・減災等対策事業費（高齢者施設）補助金

主な取組
▶オリジナル料理の開発・提供

▶バイヤーを招聘した試食会の実施　など メヒカリのベニエ

― 主な事業は次のとおりです ―
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委
員
会
審
査

政
策
総
務
常
任
委
員
会

◆
財
産
取
得
（
消
防
団
Ｃ
Ｄ
‐
Ⅰ

型
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
２
Ｗ
Ｄ
）

問 

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
は
、
大

雨
が
降
っ
た
際
な
ど
、
消
火
活
動

以
外
で
も
出
動
す
る
と
思
わ
れ
る

が
、
防
水
仕
様
に
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
る
の
か
。

答 

消
防
団
の
車
両
は
、
水
陸
両

用
の
も
の
が
な
い
こ
と
か
ら
、
水

没
し
な
い
よ
う
に
浸
水
深
を
確
認

し
な
が
ら
走
行
す
る
よ
う
、
消
防

団
に
伝
え
て
い
ま
す
。

◆
令
和
５
年
度
い
わ
き
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）　
　

問 

基
幹
系
業
務
シ
ス
テ
ム
標
準

化
・
共
通
化
事
業
に
関
し
、
同
シ

ス
テ
ム
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に

向
け
て
必
要
と
思
わ
れ
る
職
員
の

研
修
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答 

当
該
業
務
は
、
市
民
生
活
に

密
接
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
円
滑
か
つ
確
実
に
移

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
、
職
員
の
操
作
研
修
に
つ

い
て
も
十
分
に
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
生
活
常
任
委
員
会

◆
令
和
５
年
度
い
わ
き
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

問 

基
幹
系
業
務
シ
ス
テ
ム
標
準

化
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
シ
ス

テ
ム
の
内
容
は
。

答 

同
シ
ス
テ
ム
は
、
国
民
健
康

保
険
の
加
入
・
脱
退
に
係
る
資
格

管
理
、
保
険
給
付
費
の
算
定
・
管

理
、
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
を

行
う
電
算
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
全

国
共
通
の
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
令
和
５
年
度
い
わ
き
市
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

問 

院
内
保
育
所
に
つ
い
て
、
入

所
年
齢
を
４
歳
に
達
す
る
年
度
末

ま
で
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
に

変
更
し
た
経
緯
は
。

答 

令
和
３
年
４
月
か
ら
民
間
委

託
す
る
中
で
、
職
員
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
一
定
の
年
齢
を
迎

え
た
ら
、
地
元
の
幼
稚
園
に
通
わ

せ
て
地
元
の
小
学
校
に
入
学
さ
せ

た
い
と
の
声
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

４
歳
児
ま
で
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

色
々
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
小

学
校
就
学
前
ま
で
と
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

◆
い
わ
き
市
幼
稚
園
条
例
の
改
正

問 

今
年
度
末
で
廃
止
と
な
る
い

わ
き
市
立
宮
幼
稚
園
は
、
台
風
第

13
号
に
よ
り
、
床
上
浸
水
の
被
害

を
受
け
、
河
川
か
ら
流
出
し
た
汚

泥
が
園
庭
に
堆
積
し
、
不
衛
生
な

状
態
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
対

応
は
。

　
ま
た
、
同
園
の
廃
止
後
、
園
舎

の
利
活
用
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答 

園
庭
の
汚
泥
の
除
去
と
園
舎

の
清
掃
及
び
消
毒
に
係
る
見
積
り

を
取
る
な
ど
、
対
応
を
進
め
て
い

る
段
階
で
す
。

　
ま
た
、
施
設
の
復
旧
に
活
用
で

き
る
国
の
災
害
復
旧
費
国
庫
補
助

金
は
、
幼
稚
園
と
し
て
復
旧
す
る

場
合
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
等

を
踏
ま
え
、
園
舎
の
利
活
用
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

備
計
画
に
つ
い
て
、
道
路
の
使
い

勝
手
が
悪
く
な
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
声
が
あ
る
が
、
今
後
、
形

状
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
る
の

か
。答 

道
路
の
形
状
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
常
磐
地
区
の
関
係
者

の
方
々
と
議
論
を
重
ね
、
都
市
計

画
の
決
定
を
し
て
き
た
経
緯
も
あ

り
、
現
状
の
方
針
を
大
き
く
変
更

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
地
元
の
理
解
が

あ
っ
て
の
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

利
用
者
の
快
適
性
が
向
上
す
る
よ

う
な
方
法
を
一
緒
に
議
論
し
な
が

ら
見
い
だ
す
な
ど
、
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

◆
令
和
５
年
度
い
わ
き
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

問 

常
磐
も
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化

発
信
事
業
費
に
つ
い
て
、
１
人
の

バ
イ
ヤ
ー
を
介
し
て
売
り
込
先
と

な
り
得
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
百
貨
店
の
数
を
、
ど
の
よ
う
に

想
定
し
て
い
る
の
か
。

答 

売
り
込
先
は
、
１
バ
イ
ヤ
ー

当
た
り
複
数
社
を
想
定
し
て
お
り
、

当
該
事
業
の
趣
旨
は
、
１
人
の
バ

イ
ヤ
ー
か
ら
枝
分
か
れ
式
に
販
路

拡
大
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
あ
り
、

本
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
常
磐

も
の
の
販
路
を
拡
大
し
て
い
く
考

え
で
す
。

　
本
会
議
３
日
目
の
９
月
19
日

に
、
計
21
議
案
の
付
託
を
受
け

た
４
常
任
委
員
会
は
、
同
日
に

委
員
会
を
開
催
し
、
議
案
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
で
は
、
様
々
な

質
疑
応
答
等
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
そ
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

◆
令
和
５
年
度
い
わ
き
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

問 

物
価
高
騰
対
応
生
活
困
窮
世

帯
緊
急
支
援
事
業
費
の
１
世
帯
あ

た
り
の
支
給
額
６
０
０
０
円
の
積

算
根
拠
は
。

答 

本
事
業
の
補
助
金
を
所
管
す

る
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
値
上

げ
案
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る

公
共
料
金
と
食
料
品
に
つ
い
て
、

本
年
６
月
か
ら
令
和
６
年
３
月
ま

で
の
10
か
月
間
の
負
担
増
加
額
を

試
算
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◆
い
わ
き
都
市
計
画
事
業
湯
本
駅

周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
規

程
の
制
定

問 
市
道
天
王
崎
１
号
線
等
の
整

▲床上浸水の被害を受けた宮幼稚園
（９月９日撮影）
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概
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台
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議　　案　　名 議決
結果

一誠会 志帥会 創世会 公明党 つつじ�
の��会

共産党
市議団

自民党
改革の会 正論の会

（10人） （８人） （７人） （４人） （２人） （２人） （１人） （１人）
賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対

令和５年度いわき市一般会計補正予算
（第４号）

原案
可決 10 7 6 4 2 2 1 1

令和５年度いわき市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第２号）

原案
可決 10 7 6 4 2 2 1 1

※　( )は､会派の所属議員数　（議長は採決に加わりません）です。創世会は、欠席議員１名が採決に加わっていません。

日
程
の
変
更

意 

　見
　 

書

　
市
議
会
で
は
、
市
だ
け
で
は

対
応
が
困
難
な
問
題
の
解
決

を
求
め
る
た
め
、
国
等
に
対
し
、

意
見
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
今
期
定
例
会
で
可
決
し
た
意

見
書
は
、
次
の
１
件
で
す
。

◆
脱
炭
素
と
自
然
再
興
に
貢
献
す

る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

（
循
環
経
済
）
の
推
進
を
求
め
る

意
見
書

議案に対する賛否の状況

討
　
　
　
　論

　
本
会
議
最
終
日
に
は
、
市
長

か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
に
対
し
、

反
対
及
び
賛
成
の
立
場
か
ら
討

論
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の

主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
議
案
に
つ
い
て
は
、

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
し
ま
し

た
。

◆
令
和
５
年
度
い
わ
き
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

反
対
基
幹
系
業
務
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
・
共
通
化
は
、
標
準
化
の

名
で
自
治
体
を
国
の
鋳
型
に
は
め

る
も
の
で
あ
り
、
地
方
自
治
に
反

す
る
心
配
が
あ
る
こ
と
や
、
国
と

自
治
体
が
保
有
す
る
膨
大
な
個
人

情
報
を
、
企
業
利
益
の
た
め
に
利

活
用
で
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
反
対
で
あ

る
。

賛
成
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
は
、

シ
ス
テ
ム
更
新
の
負
担
軽
減
や
重

複
投
資
が
削
減
さ
れ
、
人
的
・
財

政
的
負
担
が
軽
減
す
る
こ
と
や
、

地
方
公
共
団
体
ご
と
に
異
な
っ
て

い
た
申
請
様
式
や
帳
票
が
統
一
さ

れ
、
住
民
の
利
便
性
が
向
上
す
る

効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
等
か
ら
、

賛
成
で
あ
る
。

　
現
在
、
気
候
変
動
防
止
に
向
け

た
社
会
の
脱
炭
素
化
や
、
生
物
多

様
性
の
保
全
と
活
用
へ
の
自
然
再

興
は
、
人
類
社
会
を
持
続
可
能
な

も
の
に
す
る
上
で
、
最
も
重
要
な

課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
こ
そ
、
資
源
効
率
性
の
最
大

化
と
環
境
負
荷
の
低
減
の
両
立
を

目
指
し
、
新
し
い
経
済
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
、

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
実

現
に
向
け
、
次
の
と
お
り
特
段
の

取
組
を
講
ず
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。

１
　
資
源
循
環
を
促
進
す
る
た
め

の
制
度
や
施
設
の
整
備
を
促
進

す
る
こ
と
。

　
　
将
来
は
大
量
廃
棄
が
予
想
さ

れ
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
蓄
電
池

の
部
材
等
に
対
し
て
、
資
源
循

環
を
促
進
す
る
た
め
の
制
度
の

創
設
や
適
切
な
運
用
、
精
錬
技

術
の
開
発
や
施
設
の
整
備
を
促

進
す
る
こ
と
。

２
　
動
・
静
脈
産
業
の
連
携
に
よ

る
資
源
循
環
ビ
ジ
ネ
ス
の
普
及

を
促
進
す
る
こ
と
。

　
　
廃
棄
や
再
生
ま
で
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
全
般
で
の
環
境
負
荷

低
減
等
の
実
現
を
目
指
し
て
、

動
・
静
脈
産
業
の
連
携
に
よ
る

資
源
循
環
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

普
及
を
促
進
す
る
こ
と
。

３
　
建
築
物
等
の
長
寿
命
化
を
促

す
制
度
等
の
創
設
を
図
る
こ
と
。

４
　
製
品
の
長
期
利
用
等
に
資
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
の
普

及
拡
大
を
図
る
こ
と
。

５
　
地
域
や
施
設
に
お
け
る
資
源

循
環
の
導
入
促
進
を
図
る
こ
と
。

６
　
よ
り
多
く
の
古
紙
が
回
収
・

利
用
さ
れ
る
環
境
の
整
備
を
促

進
す
る
こ
と
。

７
　
衣
類
の
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
る
こ
と
。

８
　
建
設
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル

の
高
度
化
を
図
る
こ
と
。

９
　
自
然
関
連
及
び
気
候
関
連
の

財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
の
推
進
を
図
る
こ
と
。

　
令
和
５
年
９
月
定
例
会
は
、
９

月
７
日
の
開
会
日
翌
日
に
、
台
風

第
13
号
に
伴
う
災
害
が
発
生
す
る

と
い
う
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
事
態
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
が
、

一
日
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
る

よ
う
、
全
市
一
丸
と
な
っ
て
復
旧

対
応
を
早
急
か
つ
円
滑
に
進
め
て

い
く
こ
と
を
最
優
先
と
し
、
一
般

質
問
及
び
特
別
委
員
会
を
取
り
や

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

▼９月11日　： ９月定例会に予定していた一般質問（11日～14日）

及び特別委員会（20日）の取りやめを決定

　　　　　　：「いわき市議会危機対策本部」を設置

▼９月12日～： 「令和５年台風第13号に伴う災害に係る要望書」

に係る協議

▼９月13日　：議長が内郷地区を現地視察

▼９月22日　：市長へ要望書を提出

※　詳細については、６ページを御覧ください。

定例会中における市議会の災害対応経過
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令和５年度いわき市一般会計補正予算
（第４号）

原案
可決 10 7 6 4 2 2 1 1

令和５年度いわき市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第２号）

原案
可決 10 7 6 4 2 2 1 1

※　( )は､会派の所属議員数　（議長は採決に加わりません）です。創世会は、欠席議員１名が採決に加わっていません。

日
程
の
変
更

意 

　見
　 

書

　
市
議
会
で
は
、
市
だ
け
で
は

対
応
が
困
難
な
問
題
の
解
決

を
求
め
る
た
め
、
国
等
に
対
し
、

意
見
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
今
期
定
例
会
で
可
決
し
た
意

見
書
は
、
次
の
１
件
で
す
。

◆
脱
炭
素
と
自
然
再
興
に
貢
献
す

る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

（
循
環
経
済
）
の
推
進
を
求
め
る

意
見
書

議案に対する賛否の状況

討
　
　
　
　論

　
本
会
議
最
終
日
に
は
、
市
長

か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
に
対
し
、

反
対
及
び
賛
成
の
立
場
か
ら
討

論
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の

主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
議
案
に
つ
い
て
は
、

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
し
ま
し

た
。

◆
令
和
５
年
度
い
わ
き
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

反
対
基
幹
系
業
務
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
・
共
通
化
は
、
標
準
化
の

名
で
自
治
体
を
国
の
鋳
型
に
は
め

る
も
の
で
あ
り
、
地
方
自
治
に
反

す
る
心
配
が
あ
る
こ
と
や
、
国
と

自
治
体
が
保
有
す
る
膨
大
な
個
人

情
報
を
、
企
業
利
益
の
た
め
に
利

活
用
で
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
反
対
で
あ

る
。

賛
成
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
は
、

シ
ス
テ
ム
更
新
の
負
担
軽
減
や
重

複
投
資
が
削
減
さ
れ
、
人
的
・
財

政
的
負
担
が
軽
減
す
る
こ
と
や
、

地
方
公
共
団
体
ご
と
に
異
な
っ
て

い
た
申
請
様
式
や
帳
票
が
統
一
さ

れ
、
住
民
の
利
便
性
が
向
上
す
る

効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
等
か
ら
、

賛
成
で
あ
る
。

　
現
在
、
気
候
変
動
防
止
に
向
け

た
社
会
の
脱
炭
素
化
や
、
生
物
多

様
性
の
保
全
と
活
用
へ
の
自
然
再

興
は
、
人
類
社
会
を
持
続
可
能
な

も
の
に
す
る
上
で
、
最
も
重
要
な

課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
こ
そ
、
資
源
効
率
性
の
最
大

化
と
環
境
負
荷
の
低
減
の
両
立
を

目
指
し
、
新
し
い
経
済
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
、

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
実

現
に
向
け
、
次
の
と
お
り
特
段
の

取
組
を
講
ず
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。

１
　
資
源
循
環
を
促
進
す
る
た
め

の
制
度
や
施
設
の
整
備
を
促
進

す
る
こ
と
。

　
　
将
来
は
大
量
廃
棄
が
予
想
さ

れ
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
蓄
電
池

の
部
材
等
に
対
し
て
、
資
源
循

環
を
促
進
す
る
た
め
の
制
度
の

創
設
や
適
切
な
運
用
、
精
錬
技

術
の
開
発
や
施
設
の
整
備
を
促

進
す
る
こ
と
。

２
　
動
・
静
脈
産
業
の
連
携
に
よ

る
資
源
循
環
ビ
ジ
ネ
ス
の
普
及

を
促
進
す
る
こ
と
。

　
　
廃
棄
や
再
生
ま
で
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
全
般
で
の
環
境
負
荷

低
減
等
の
実
現
を
目
指
し
て
、

動
・
静
脈
産
業
の
連
携
に
よ
る

資
源
循
環
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

普
及
を
促
進
す
る
こ
と
。

３
　
建
築
物
等
の
長
寿
命
化
を
促

す
制
度
等
の
創
設
を
図
る
こ
と
。

４
　
製
品
の
長
期
利
用
等
に
資
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
の
普

及
拡
大
を
図
る
こ
と
。

５
　
地
域
や
施
設
に
お
け
る
資
源

循
環
の
導
入
促
進
を
図
る
こ
と
。

６
　
よ
り
多
く
の
古
紙
が
回
収
・

利
用
さ
れ
る
環
境
の
整
備
を
促

進
す
る
こ
と
。

７
　
衣
類
の
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
る
こ
と
。

８
　
建
設
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル

の
高
度
化
を
図
る
こ
と
。

９
　
自
然
関
連
及
び
気
候
関
連
の

財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
の
推
進
を
図
る
こ
と
。

　
令
和
５
年
９
月
定
例
会
は
、
９

月
７
日
の
開
会
日
翌
日
に
、
台
風

第
13
号
に
伴
う
災
害
が
発
生
す
る

と
い
う
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
事
態
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
が
、

一
日
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
る

よ
う
、
全
市
一
丸
と
な
っ
て
復
旧

対
応
を
早
急
か
つ
円
滑
に
進
め
て

い
く
こ
と
を
最
優
先
と
し
、
一
般

質
問
及
び
特
別
委
員
会
を
取
り
や

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

▼９月11日　： ９月定例会に予定していた一般質問（11日～14日）

及び特別委員会（20日）の取りやめを決定

　　　　　　：「いわき市議会危機対策本部」を設置

▼９月12日～： 「令和５年台風第13号に伴う災害に係る要望書」

に係る協議

▼９月13日　：議長が内郷地区を現地視察

▼９月22日　：市長へ要望書を提出

※　詳細については、６ページを御覧ください。

定例会中における市議会の災害対応経過
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被災地域の早急な復旧・復興に向け、

いわき市議会危機対策本部役員会において議論を重ね、

市長への要望書の提出について、協議しました。

　協議後、「令和５年台風第13号に伴う

災害に係る要望書」を市長へ提出しました。

　当該要望の概要は、７ページに掲載しています。

緊急要望

令和５年台風第13号に伴う災害に係る
いわき市議会の対応

　
こ
の
度
の
災
害
に
よ
り
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
は
、
９
月
８
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
発
生
し
た
令
和
５
年
台
風
第
13
号
に
伴
う

線
状
降
水
帯
の
影
響
に
よ
り
、
記
録
的
な
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
り
、

１
７
０
０
棟
を
超
え
る
住
家
が
床
上
・
床
下
浸
水
と
な
る
な
ど
、
市
民
の
皆
様
の
平
穏
な

日
常
生
活
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
本
市
議
会
と
し
て
は
、
同
月
11
日
に
、「
い
わ
き
市
議
会
危
機
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、

被
災
地
域
の
状
況
等
に
つ
い
て
、
情
報
収
集
や
被
害
調
査
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
被
災
地
域
で
は
、
関
係
機
関
が
連
携
し
、
復
旧
に
向
け
た
対
応
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
市
議
会
と
し
て
も
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
が
、
一
日
も
早

く
以
前
の
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
、
市
民
の
皆
様
の
声
に
丁
寧

に
耳
を
傾
け
、
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議長は、特に被害

の大きかった内郷

地区を視察し、現

地では、今後の対

応等について、市

長と協議しました。

現地視察

９月13日

９月12日～ ９月22日

被災した国宝白水阿弥陀堂

常磐湯本町天神の橋梁損壊の様子

災害当日の中岡町六丁目付近

避難所となったいわき市立内町小学校
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 被災者への生活再建に向けた支援について
　 　居住が困難となった方への住宅支援について、公営住宅や賃貸型応急住宅等への入居を早期に実現
すること。

　 　また、住宅の応急修理制度の周知徹底を行うとともに、損壊家屋等の公費解体についても検討すること。
　※ 　このほか、支援物資等の迅速な支給、衛生対策、被災地域のトイレの環境整備、災害廃棄物の搬入支援、被災者の

移動支援体制の構築、高齢者や障がい者等の災害弱者への支援、被災した医療・福祉施設への支援及び防犯体制の構

築も要望しています。

 円滑な災害対応と情報伝達の強化について
　 　支所等の窓口での手続について、混雑時に対応する職員の増員を速やかに実施し、被災者が煩雑な
手続で多くの時間を費やすことのないよう、手法を簡略化して対応すること。

　※ 　このほか、罹災証明書の円滑な発行、コールセンターの体制強化、スマートフォン等を利用できない被災者への情
報提供及び平時の災害対策も要望しています。

 ボランティア活動の充実・強化について
　 　ボランティアの派遣要望について、被災者情報の把握に努めるとともに、年齢や家族構成等から優
先度を勘案し、適切に派遣すること。また、人員が不足していることから、ボランティアによる支援
体制の拡大及び強化に努めるとともに、募集について広く周知すること。

 被災した児童・生徒及び学校への対応について
　 　被災した児童・生徒も多いことから、学用品の支給、貸与及び給食費無償化等の支援や被災した学
校の早急な再開を目指すとともに、児童・生徒の安全・安心な教育環境が提供できるように取り組む
こと。

 被災事業者への事業継続に向けた支援について
　 　被災後、事業を再開できない事業者が見受けられることから、被災事業者や被災農家に対し、制度
資金の拡充や融資借換支援など、事業継続へ向けた伴走型支援を行うこと。

 災害箇所の早期復旧及び今後の災害対策強化等について
　⑴�　被災した公共インフラ施設、河川、各種道路、法面崩落及び農地、農業用施設等について、被害

状況の全容把握及び課題を把握した上で早期復旧に努めること。
　⑵�　今回被災した河川、道路、土砂崩れ等について、市は、県と協力し、二次災害が起きないよう早

急に応急復旧に取り組むこと。
　　※ 　このほか、被災地域における内水氾濫の被害軽減、越水・決壊した河川の再発防止、ハザードマップの見直し、地域全

体の排水機能強化、線状降水帯による災害対策の検討・強化及び浸水の心配のない避難所の確保も要望しています。

 国等への要望関係について
　⑴�　河川・道路はじめ被害を受けた公共土木施設や農地等について、被害が広範囲にわたり、一刻も

早い国における財政措置が必要であることから、早期の激甚災害指定が受けられるよう国へ働きか
けること。

　⑵ 　民地の損壊等への対応について、補修費の自己負担を減らすための補助金等の救済措置を国に求
めること。

 災害業務従事者への対応について
　　災害対応に従事している職員の勤務体制、勤務時間の適正化及びメンタルケアを丁寧に行うこと。

 被災者等からの要望への対応について
　 　被災者等からの要望事項については、同じ事案が様々な形で報告されることが予想されることから、
市関係部局及び市議会が十分に情報を共有した上で対応すること。

令和５年台風第13号に伴う災害に係る要望 （一部抜粋） 全文はこちら↓
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日　時：７月８日（土）午後２時～午後３時30分

場　所：いわき産業創造館　セミナー室

相手方：福島県立いわき総合高等学校

　　　　ＪＲＣインターアクトクラブ　10名

　　　　東日本国際大学Rubbish Party　６名

　　　　いわき市ＰＴＡ連絡協議会　３名

常 任 委 員 会

市�民�生�活
ごみの無いまちづくりについて

子供の頃から
ごみ拾いの体験を
させていこう！

自分で出した
ごみは

責任をもって

処分しようと
いう意識！

日　時：６月21日（水） 午後２時～午後３時30分

場　所：いわき市役所議会棟

相手方：いわき市女性消防クラブ　17名

常 任 委 員 会

政�策�総�務
女性消防クラブの活動について

VOICE 一番大事なことは、お隣同士で声を掛け合うこと。
そこから仲間意識ができて、地域が活性化する。

「消防署からの自立」
として、女性消防クラ
ブが自発的に行事を企
画し、消防署に協力を
依頼するようにしてい
きたい。

VOICE

議会報告会・意見交換会 令
和
５
年
度

議会が行った市政に係る意思決定につ

いて、議会として説明責任を果たすと

ともに、市民の皆様が議会活動を知る

機会を拡大し、開かれた議会の実現に

資するよう、開催しています。

日　時：７月４日（火）午後１時～午後３時

場　所：福島県立いわき湯本高等学校　大講義室

相手方：いわき湯本高等学校生　26名

常 任 委 員 会

教�育�福�祉
地域医療に関する情報共有と人材の育成について

皆様から頂いたたくさんの御意見・御感想について、市議会公式ホームページにも掲載していますので、ＱＲコードから、ぜひ御覧ください。

VOICE

VOICE

▶���私たちの意見が取
り入れられる第一
歩になったと思う
と嬉しかった。

▶���様々な視点から医
療について深く考
えることができた
良い機会でした。

議員の方とお話する
機会が今まであまり
なかったので、色々
なことを知ることが
でき、よかったです。

日　時：７月４日（火）午後３時～午後４時30分

場　所：福島県立磐城農業高等学校　２階会議室

相手方：磐城農業高等学校生　14名

常 任 委 員 会

産�業�建�設
いわき市の農業の担い手確保について

～どうすれば就農者が増えるか～

VOICE

小学生を中心に農業
体験を行い、農業の
大切さを子どもの頃
から学んでいっては
どうか。

VOICE

将来どのような形で
就農するかを考える
時の問題となりそう
なことを、現段階か
ら考える良い機会に
なった。
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←市議会公式
　ホームページにも
　掲載しています

　令和５年７月30日（日）に、
小学４年生から６年生までの児童の皆
さんとその保護者42組94名を迎え、令
和元年度以来となる「夏休みおやこ議
場見学会」を開催しました。
　当日は、初めに、市議会の仕組みに
ついて、動画を見ながら学習した後、
議員と一緒に議会棟内の見学を行いま
した。
　また、議会棟内に隠されたクイズを、
議員にヒントをもらいながら探し当て
て答えていくクイズ探検は、皆さんか
ら、「とても楽しかった」といった感
想が寄せられました。
　最後は、正副議長・議員への質問タ
イム！

　皆さんの気になる議会の
あれこれを、議員がエピ
ソードを交えてお話しなが
ら、交流を深めました。
　御参加いただき、ありが
とうございました。

参加した
皆さんからの声

◆議員さんに質問をして、大事なことを知れて楽しかったです。
◆議会は議場とトイレしかないと思っていたけれど、いろんなところがあってびっくりしました。
　特に、議会棟見学が楽しかったです。

◆議員さん達が直接説明・案内し、市民（子供・保護者）
　目線で対応していただけたのがよかったです。
◆選挙の時以外、議員さんの仕事の内容を知らなかったので、とてもためになりました。
　子供が将来、きちんと選挙に行き、議会に興味を持ってくれたら嬉しいです。
◆クイズを通して、楽しく学ぶことができました。親も、学び直しができました。

市議会の仕組みを勉強しよう！

玄関ロビー

議会図書室

ここにも市議会の仕組みが！

特別会議室

議会棟見学!

クイズ
 探検！

いわき市議会
クイズ！ 当日出題したクイズの中

から２問をお届けします

　昭和41年、いわき市が誕生して初めて議会を
開催した時、議員の数は何人だったでしょう？
① 111人　② 222人　③ 333人　④ 444人

　令和２年、いわき市議会では、いわき市の
名産品である食べ物を、いっぱい食べてもら
うための条例を定めました。その食べ物は何
でしょう？
① 肉　② お菓子　③ 魚　④ 酒

たくさんの御質問
ありがとうございました！

答えはこちらのページの欄外にあります

Program
▶市議会の仕組みの説明
▶議会棟見学
▶クイズ探検
▶正副議長・議員との交流

夏休み

小学生の皆さんから

保護者の皆さんから

４
年
ぶ
り
開
催
！

質問タイム！

【クイズの答え】問１：③当時「日本一のマンモス議会」と呼ばれました。　問２：③毎月７日を「魚食の日」と定めました。
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　次期定例会は12月７日(木)から12月21日
(木)までの会期で開催される予定です。

月　　日 開会時刻 会�議�内�容
12月７日(木) 午前10時 本会議（初　　日）
12月８日(金) 休 会
12月９日(土) 休 会
12月10日(日) 休 会
12月11日(月) 午前10時 本会議（一般質問）
12月12日(火) 午前10時 本会議（一般質問）
12月13日(水) 午前10時 本会議（一般質問）
12月14日(木) 午前10時 本会議（一般質問）
12月15日(金) 午前10時 常 任 委 員 会
12月16日(土) 休 会
12月17日(日) 休 会
12月18日(月) 午前10時 常 任 委 員 会
12月19日(火) 午前10時 特 別 委 員 会
12月20日（水） 休 会
12月21日（木） 午前10時 本会議（最�終�日）

※�　日程、開会時刻は質問者数や議事の内容等によ
り、変更になる場合があります。

次期定例会日程(予定)のお知らせ

　
９
月
７
日
に
開
会
さ
れ
た
９

月
定
例
会
は
、
８
日
夜
に
発
生

し
た
県
内
初
と
な
る
線
状
降
水

帯
に
よ
る
市
内
の
甚
大
な
水
災

害
へ
の
対
応
の
た
め
、
一
般
質

問
等
の
議
事
の
一
部
を
取
り
や

め
ま
し
た
。

　
市
議
会
で
は
、「
い
わ
き
市

議
会
危
機
対
策
本
部
」
を
設
置

し
、
被
災
地
域
の
現
状
を
踏
ま

え
、
22
日
に
内
田
市
長
へ
災
害

対
応
に
関
す
る
緊
急
要
望
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
だ
か
ら
こ

そ
、「
何
の
た
め
の
市
議
会
な

の
か
」
を
外
す
こ
と
な
く
、
市

民
の
皆
様
に
寄
り
添
っ
た
柔
軟

な
議
会
活
動
を
、
探
求
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
議
会
報
編
集
委
員
）

表

紙

写

真

　
９
ペ
ー
ジ
で
も
御
紹
介
し
ま
し

た「
夏
休
み
お
や
こ
議
場
見
学
会
」。

　
夏
真
っ
盛
り
の
中
、
元
気
い
っ

ぱ
い
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
皆
さ
ん
の
弾
け
る
笑

顔
、
ペ
ン
を
走
ら
せ
る
熱
心
な
姿

が
、
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
議
会
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
を
、
一
同
、
嬉
し
く
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
当
市
議
会
で
は
、
今
後
も
開
か

れ
た
議
会
の
実
現
に
向
け
、
市
民

の
皆
様
の
議
会
活
動
を
知
る
機
会

を
拡
大
す
べ
く
努
め
て
参
り
ま
す
。

決算特別委員会委員の構成

議員の辞職に伴う委員構成の変更

　令和４年度一般会計及び特別会計・企業会計決算の認定に関しては、決算特別委員会を設置した上、専門
的な立場から審査を行うこととしました。
　これらの審査は、継続審査とされ、９月定例会の閉会後に開催された特別委員会において審査を行いました。
　設置された２つの決算特別委員会委員の構成は、次のとおりです。

　令和５年９月４日付で、木村謙一郎議員及び安田成一議員が辞職したことに伴い、次の各委員会について、
同日付で委員構成を変更しました。

◎鈴木　　演　○鈴木さおり　木田都城子　長谷川貴士
　小菅　　悟　　菅野　宗長　平子　善一　菅波　　健
　塩田美枝子　　佐藤　和良

◎川崎　憲正　○小野　　茂　吉田　雅人　高橋　明子
　狩野　光昭　　西山　一美　大友　康夫　遠藤　崇広
　田頭　弘毅　　上壁　　充

一 般 会 計 特別会計・企業会計

◎：委員長 ○：副委員長

－変更部分のみ掲載しています－

議会運営委員会

変更前：大友　康夫 議員
変更後：山守　章二 議員

デジタル社会検討特別委員会

変更前：木村謙一郎 議員
変更後：木田都城子 議員

議会改革推進検討委員会

変更前：木村謙一郎 議員
変更後：西山　一美 議員

◀
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会
の

　
審
査
の
様
子

◀
特
別
会
計
・
企
業
会
計
決
算

　
特
別
委
員
会
の
審
査
の
様
子


